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は以下の通り。Erklerung dess spruchs Pauli zun Colossern, ‟Seht das euch niemandt 
Betrieg durch die unnutze Phylosophey” durch Phylipp Melanchton zu Latin Und 
darnach zu Teutscht gebracht. M.D.XXVII. 
以下に掲載するのは，ラテン語テクストとしてMSA4,230-243.を用いた試訳である。
近代語訳として次も適宜参照した。Melanchthon, Philip : Paul’s Letter to the Colossians. 
trans. by Parker, D.C.. Sheffield 1989. S.46-56. 先のドイツ語訳は以下にも収録されてい
る。Stupperich, Robert : Der unbekannte Melanchthon. Wirken und Denken des Praeceptor 































































































































































































































































































































































〔ロマ 14,6. 一コリ 10,30f.一テモ 4,3f.〕。それでもそうした身体的な事柄の用法が神の
前で人間を義とするわけではない。ちょうど神は食べることを命じているが，それでも
そのことが人間を決して義とするわけではないように〔創 1,29.9,3.〕。このように食餌
療法が医者からの指図によって行われ，あるいは季節の違いに従うことが，義とするわ
けではない。同じく市民道徳で，法律が禁止しているところへ武器を持ち運んではなら
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ないとか，法律に従って服を着るとか，神はこうしたことを容器有するが，しかしそれ
でもそうしたことが神の前で人々を義とするわけではないのである。パウロはテモテへ
の手紙二の 2節で真理の言葉を命じている〔二テモ 2,15〕。それゆえに私たちは，福音
と哲学とを混同しないように，用心させられるべきである〔二ペト 1,21〕。そうでなけ
れば神が私たちに勧めているものを部分的に害することになってしまう。そうではなく
正しく理性による教えと預言とを分離し区別しよう。そしてそれぞれの用法のたに二つ
とも教えられるようにしよう。
最後に，これらすべてのことは次のことを警告するのに最大限に重要である。つまり
理性は容易にだまされるということである。その結果として不確かで誤った人々が賛同
してしまう。神の言葉によって支配されていないときには，さらに自然の事物を識別す
る中で自然に反して多くの醜い事柄を信じさせてしまう。ロマ1〔,21〕「心が鈍く暗くなっ
た」。同じく「彼らを無価値な思いに渡され」〔ロマ 1,28〕。同じく二テサ 2〔,11〕「神は
惑わす力を送り，彼らが偽りを信じるようにされるのです」。同じく箴 29〔,18〕「幻が
なければ民はちりぢりになる」。自殺を自覚している者の中に私たちはそうした多くの
事例を見出す。ちょうどセネカが彼の書簡集の 11〔,77〕でマルケッリーヌスのような
人と話しているように（7）。そしてディオゲネスがどれほど自然に反したことを行ったか
は，よく知られている。さて神は私たちを恐れさせるために，このような悲惨な実例を
示している。過度に自分たちの理性の力を私たちが信頼しないように，そして神の言葉
によって私たちが教育され支配されるようになるためである。
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